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1.議題  令和元年度   第 5 回  みその運営推進会議（グループホーム・小規模多機能） 

午後 4時 00分 開 会 

   

I. 柿田委員長よりご挨拶があり、会議開催となった。 

 

II. グループホーム報告 

1） 年齢構成及び要介護度、介護状況など 

① 平均年齢 88.8歳  

② 平均介護度が 2.94  

③ 介護の状態は、平均年齢の割に、介助量は減少傾向にある。 

④ 11/12 食事が摂れなくなってしまい、御家族の希望で退去。 

⑤ 11/13 デイサービスを利用していた方が入居された。 

 

2） 研修・会議 

① 資料のように行った 

 

3） デイサービスの利用状況報告 

① 10月は契約者 6名・一日平均 2.9名、11月は契約者 7名・一日平均 2.7名の方が利用された。 

② 途中で利用者に変更はなかった（11/11に入居で終了した方がみえる） 

 

4） 活動報告（写真及び口頭にて） 

① みその作品展へ 3日ほどかけて外出した。 

② 五平餅 ご飯を一升炊き、皆さんに型にいただいた。外で食事をする機会もないので、外で焼い

たものをそのまま外で食べていただいた。中にはおかわりをなさる方もみえ、楽しんでいただけ

た様子。 

③ 輪投げ大会 東三河のグループホーム 31事業所が参加。みそのは 3回目。ゆうあいの里で開催

し、トーナメント方式で 3回戦まで勝ち上がることが出来た。スタッフは応援に力が入り過ぎ

てプラカードを折ってしまった。 

④ 外出 デイ利用者も一緒に出掛けた。紅葉にはまだ少し早かったが喜んでいただけた。桜ヶ丘ミ

ュージアムでは吊るし雛を見てきた。 

⑤ マジックショー 新規の利用者の方がとても驚いてみえた。 

⑥ 日常の様子 できることを一緒に行うよう心掛けている 

 

5）  事故報告 

・ 離設事故が多い。「真っすぐ言ってください」と言葉かけをし、「きちんと行くだろう」という思

い込みで見守っていなかったため、玄関から出ていたという事故もある。「思い込みは危険」と

いうことを改めて認識するとともに、ユニット間で言葉かけしあうことを改めて確認した。 

 

6） 質疑応答 

・ 「退去」に関して。「喜んで退去される」のか「このままいたいけれど利用させてもらえない」

状況で退去されるのか。 → サービスの限界による退去がある。「胃瘻」「点滴」は医療行為とな

ってしまうため、グループホームで行うことが現状できない。そうした行為が必要となった段階

でご家族と話し合いを持ち、御家族が「医療行為」を望むのであれば、退去していただくことと

なる。退去を強制したことはない。また、援助終了に関してこちらとしては寂しい思い、悔しい

思い様々だが、その方にとってより良い選択として考えるようにしている。 

 



Ⅱ.小規模多機能報告 

1） 登録者情報・利用状況 

① 10月に 29名と契約。そのため、通い・宿泊ともに定員いっぱいとなることが度々あった。 

② しかし、月途中で入院される方がみえ、11月中に利用再開された方もいたが、まだ退院できな

かった方もみえたため、「0日」となっている方がいる。 

③ 11月初旬に特養へ入居された方がみえる。その後、すぐに新規の利用者を受け入れた。 

 

2） 職員研修について 

① 10月には認知症について研修を行うことが出来たが、11月は目の離せない利用者がみえたこと

から職員が集まって話をする時間をなかなか持つことが出来ず、研修を行うことが出来なかっ

た。 

② 職員会議は行うことが出来た。 

 

3） 日常の様子 

① 10月初旬にみその作品展と喫茶店外出に出掛けた。職員二名と利用者二～三名で外出。作品展

に行った後に喫茶店に行っているため、近場の「ポンパドール」や「ひなた」「ココア」といっ

た喫茶店に行っている。職員よりも利用者の食欲のほうが旺盛で、昼食後に出かけているにもか

かわらず、大きなケーキをきれいに召し上がってみえた。 

② 月 1回行われるお菓子作り。10月は鬼饅頭。お芋の量多めのもので、大変喜んでいただけた。 

③ 新城市のコスモスの小径へ散策に出掛けた。お天気に恵まれ、のんびりと散策してみえた様子。 

④ ゲートボール 新聞でゲートを手作りし行っている。写真で判るように、その方の利き手などご

本人にやりやすい方を伺ったうえで狙ってもらった。 

⑤ 秋を探しながら出かけている。紅葉は新城の運動公園、銀杏は新城八名の「宝昌院」というお

寺。銀杏の下の落ち葉に子供が寝転がって遊んでいたそう。 

⑥ 五平餅作り。 鳳来方面にいる職員が企画。型抜きではなく、割り箸につぶしたご飯を手で丸め

てつけてホットプレートで焼いた。 

⑦ 森のカフェ 11月は二胡の演奏会。参加させていただいた。 

⑧ 11月 3日に一宮中学校吹奏楽部のオータムコンサートに行かせていただいた。 

⑨ 「お好み焼きひっくり返しゲーム」 職員がお好み焼きの写真を貼った厚紙を準備してくれ、全

部をひっくり返す時間を競った。皆さん真剣に行ってみえた。 

 

4） 自己評価について 

① 前回、報告させていただいた内容、意見を伺った内容をもとに総括表を作成。 

② 「Ｆ事業所の防災・災害対策」のところで、多機能通信として「災害伝言ダイヤル」の話をさせ

ていただいたように、今後、訓練を行いたいと考えている。また、前回の会議の後、非常電源を

設置していただくことが出来た。使用手順については説明、徹底したが、「いざ」という時に稼

働できないと困るので、今後、実際に稼働させる訓練も行っていきたいと考えている。そのた

め、記載させていただいた。 

③ 何かご意見があればいただきたい。なければこの内容で豊川市に報告させていただく。 → 何か

あれば月曜日までに直接多機能にご連絡いただくこととした。 

 

5） 事故報告 

① お弁当の誤配 ケアハウス厨房に委託して作っていただいている。外箱と中身が入れ違ってお

り、気付かずに置いてきてしまった。その後、配達前に厨房職員と一緒に確認する手順に切り

替えた。 

② 訪問支援 ケアハウス入居者のところへ午前中に訪問しなければならないところ、抜け落ちて

しまっていた。午後の訪室時に判明。謝罪と共に行うべき支援を行ってきた。分担表の確認を

互いにするよう心掛けている。 

 

 

 


